○年度事業報告書
特定非営利活動法人　○○○○　

Ⅰ　事業期間

　○年○月○日～○年○月○日

Ⅱ　事業の成果

　地域の高齢者が要介護状態等となった場合においても、その利用者が可能な限りその居宅においてその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう訪問介護事業を行った。

　身体介護等だけでなく、気持ちのつながりを重視し、高齢者が地域で心豊かに生活することに貢献することができた。また、地域住民の希望者を対象に、ホームヘルパー養成事業を行い、地域住民が身体介護等に必要な技術を修得することに貢献することができた。これらの事業は、次年度以降も、より充実させ継続していきたい。


Ⅲ　事業の実施状況

　１　特定非営利活動に係る事業

　（１）（事業名）　　訪問介護事業　

　　　　（内　容）　　要介護者宅にホームヘルパーを派遣し、入浴、排せつ、食事等の介護や調理、洗濯、掃除等の家事を行うとともに、生活等に関する相談及び助言その他の居宅要介護者等に必要な日常生活上の世話を行った。その際、高齢者の孤独や不安を取り除くため、気持ちのつながりを重視し、話し相手にもなるよう積極的に努めた。

　　　　（実施場所）　　○○市内在住の要介護者等宅　○ヵ所

　　　　（実施日時）　　毎日（第２、４土曜日を除く）○時から○時

　　　　（事業の対象者）○○市内在住の要介護者

　　　　（収　益）　　　○円　（利用料）
　　　　（費　用）　　　○円　（給料手当ほか）
　（２）（事業名）　　ホームヘルパー養成事業
　　　　　…………

　２　その他の事業

（事業名）

（内　容）

…………

Ⅳ　社員総会の開催状況

　第○回通常（臨時）総会

（日　時）　　○年○月○日　○時から○時

（場　所）　　○○市○町○丁目○番○号　

○○市民文化会館会議室

（社員総数）　○名

（出席者数）　○名（うち委任状出席者○名、書面表決者○名）

（内　容）　　第１号議案　補正予算の件

　　　　　　　　審議の結果、全員一致で可決承認

第２号議案　役員選任の件

　審議の結果、全員一致で可決承認

……………

Ⅴ　理事会その他の役員会の開催状況
　第○回理事会　○年○月○日

（内容）　第１号議案　予備費使用の件

　　　　　　　審議の結果、○○で可決承認

　　　　　　　予備費のうち、○円を管理費の通信費に充当

　　　　　　第２号議案　○○の件

　　　　　　　……………

　第○回理事会　○年○月○日

（内容）　　………………

２０２５年度　事業報告書
特定非営利活動法人くろとり山荘

Ⅰ　事業期間

　　２０２５年４月１日～２０２６年３月３１日
Ⅱ　事業の成果
デイサービスの今年度の利用状況は、開設当初水準となりコロナ禍よりも低い最低状況となった。
年間利用者数は3,000人を下回り2,782人、月平均利用者数231.8人（前年289.2人）１日利用者数9.1人（前年11.5人）、稼働率60.7%(前年76.1%)で、低い水準であった昨年度よりさらに低くなった。利用者が大きく減少した要因は、長期入院者が重なったこと、また、その後、住宅型有料老人ホーム等に入所される方もあったこと、ショートステイ・ロングスティを利用される方が多かったことがあげられる。その反面、新規利用者が少なく、また、利用される方も要支援者、利用回数の少ない方が多かった。今後も利用者の減少が予想され、根本的にデイサービスの必要性、あり方を考えていく必要がある。
こうした利用状況から、事業収益38,506,841円（前年48,071,269円）でデイサービスでの収益は昨年度より約１千万円の減収となった。人件費33,494,518円(前年43,805,000円）、経費6,935,518円(前年9,333,780円）となった。補助金等も275,024円あり、収支はほぼ均衡となった。収益で大幅減収となったものの収支均衡となったのは、常勤３名の退職や大幅賃上げができなかったことで人件費が約１千万円減となったこと、経費も経営健全化委員会を立ち上げ、業務見直し、効率化を図ったことによる。送迎車は事故もあり２台廃車、電話・ネット・テレビの一元化で通信費の削減、タブレット端末や携帯電話の使用台数削減、ケアマネへの報告を郵送からＦＡＸに切り替え、不要な印刷の削減、ペーパレスの推進、ミキサー食・トロミ食の外注による作業量軽減など行い、約２３０万円の節減をおこなった。こうしたことから一時借入金も増やすことなく現状の１千万円の借入金で留めることができた。
　一方、労働環境は退職者が３名あったことから、労働密度が高くなり、年次有給休暇も取りにくい状況となった。また、大幅な収益減から賃上げも最低限の賃上げに留まり、年間給与も昨年度と同水準程度となった。こうした中、スタッフの疲弊やモチベーション低下にもなり労働環境の改善も求められている。
レク活動は午後からの日替わりレクに加え、毎月１回ドッグセラピー、フラワーアレンジメント、紙芝居、３カ月に１回大正琴をボランティアのご協力で行い利用者さんに喜んでいただいた。残念ながら、長年来ていただき利用者さんの癒しとなったドッグセラピーは病気や老犬となったことから今年度で中止となった。黒鳥山公園へは年３回、桜、バラ、紅葉を見学に心身のリハビリを兼ねた散策を行い、普段外出の機会の少ない利用者さんにリフレッシュしていただいた。一方、朝のレク活動が人員不足から塗り絵やクイズ、計算問題などにとどまり十分なものとならなかった。レク活動を充実させ、利用者さんに喜んでいただけるよう人員配置を含め、知恵を絞っていきたい。また、年１回行ってきたご家族にも一緒に参加していただいていた敬老祝賀会・交流会は人員不足や職員の疲弊の為、開催できなかった。
　ご家族、ケアマネに望まれている医療処置については、胃瘻注入５名、喀痰吸引４名、人工呼吸器１名、浣腸・摘便６名、褥瘡等皮膚処置２名などがあり、その他必要に応じ吸引、適便、皮膚処置などを行ってきた。当デイでは難病を抱えておられる方、多様な基礎疾患を抱えておられる方、デイに来ても寝たきり方もおられ、ご利用者の観察し、変化に気づき対応していくことが求められている。また、排泄管理はご利用者の体調管理に重要であり、看護師の負担も重くなっているが重視して取り組んでいきたい。
地域密着型として町会の方にもご利用いただいているが、山荘町住民のご利用延べ人数は２６名、今年度は３名の方が利用していただいた。老人会でもデイサービスの紹介の機会をいただき話させていただいた。火災訓練も町会の協力で町会館までの避難訓練を行った。参加者は町会役員だけにとどまっており、今後は町会員にももっと参加していただけるように考えていきたい。また、地震を想定した災害訓練、シミュレーションも行ったが、いつあるかも知れない大地震に備え、色々なケースを想定した訓練、シミュレーションを行っていきたい。
　事故は転倒・転落が３件あった。３件ともスタッフが目を離した時、自分で動かれ起きたものである。１件はテーブル前から後部に転倒、１件は処置台から転落、１件トイレで転倒された。お一人はすぐに病院に行きＣＴ撮影など診察を受けたが問題はなかった。幸い３件ともその後問題なく過ごされたが、ご家族にはすぐに連絡し、謝罪と対応を話させていただいた。今後の事故対応策もアクシデント報告書の改善策やスタッフ会議で話し合った。ただ、事故の改善策着をご家族にきっちりとお伝えしておらず、再度謝罪と説明にご自宅を訪問した。アクシデント報告は１２６件あり、転倒事故以外で業務抜けおち・間違いなど同じミスが続いた。同じミスを繰り返さないようスタッフ会議でも改善策の検討を行った。ヒヤリハット段階で終わり、大きな事故につながらない様にしていきたい。また、人身事故ではなかったものの送迎車も廃車する事故もあり、気を引き締め、安全運転を心掛けていく。同時に車の整備、点検も心がけ安全運転に繋げていきたい。
苦情・要望はご家族の要望で約束したこと守られていないことの指摘が多かった。これらに対して、個々に謝罪し、対応策・改善策を説明し納得していただいた。職員にも連絡ノート、会議等で共有し、徹底を図った。日常的に個々の利用者、ご家族の要望を聞くようにしているが、充分に聞き取れておらず、また、その要望にも応えきれていない。真のニーズ、声なき声にも応えていけるようしてデイサービスの存在価値、存在価値を高め求められるデイサービスを目指していきたい。
Ⅲ　事業の実施状況
　１　特定非営利活動に係る事業

　（１）（事業名）　地域密着型通所介護事業　 
　　　　（内　容）　　和泉市の要介護者を送迎し、デイサービスにおいて日常生活上の支援（入浴、排泄、食事介助）や、生活行為向上のための支援を行った。難病、ガン末期など医療依存度の高い利用者を受け入れ、胃ろうからの注入食、吸引、褥創処置、導尿などを行った。入浴介助は、入浴用リフトを活用して行い、個別機能訓練、口腔ケアも行うなど日常生活に役立つ機能訓練を行った。

　　　　（実施場所）　デイサービスくろとり山荘

　　　　（実施日時）　日曜日を除く平日（祝日含む、ただし12月30日～1月3日、10月第２土曜日は除く）8時30分から17時30分

　　　　（事業の対象者）和泉市の要介護者

　　　　（収　益）　　37,955,713円（介護保険料ほか）　
（費　用）　　39,851,899円（給与、家賃、車両費ほか）
　 （２）（事業名）　介護予防通所介護・日常生活支援総合事業　

　　　　（内　容）　　要支援者を送迎し、デイサービスにおいて日常生活上の支援（入浴、排泄、食事介助）や、生活行為向上のための支援を日帰りで行った。入浴介助は、利用者に安全を確認しながら浴槽へ入っていただいた。その人に見合った日常生活に役立つ機能向上訓練も行った。

　　　　（実施場所）　デイサービスくろとり山荘

　　　　（実施日時）　日曜日を除く平日（祝日含む、ただし12月30日～1月3日は除く）

８時30分から17時30分

　　　　（事業の対象者）和泉市の要支援者

　　　　（収　益）　　551,128円（介護保険料ほか）
（費　用）　　578,137円（給与、家賃、車両費ほか）

（
Ⅳ　社員総会の開催状況

　　　第１１回通常総会

（日　時）　　２０２５年６月１５日（日）　午前１０時００分から午前１２時００分

（場　所）　　和泉市山荘町一丁目６番１５号　　デイサービスくろとり山荘
（社員総数）　３３名

（出席者数）　３１名（うち委任状出席者１１名）

（内　容）第１号議案　２０２４年度事業報告書承認の件
第２号議案  ２０２４年度財産目録、貸借対照表、活動計算書承認の件
　　　　　　　　  第３号議案　２０２５年度事業計画承認の件
　　　　　　　　　第４号議案　２０２５年度活動予算書承認の件
　　　　　　　　  第５号議案  議事録署名人選任の件
　　　　審議の結果、第1号、第２号、第３号、第４号、第５号の全議案は全員一致で可決承認。
Ⅴ　理事会の開催状況

第３４回理事会

（日　時）　　２０２５年５月１６日（金）　午後６時３０分～午後８時００分　

（場　所）　　和泉市山荘町一丁目６番１５号　　デイサービスくろとり山荘

（出席者数）　７名（理事数８名）

（内容）　第１号議案　２０２５年度　第１６回総会の件

　　　　審議の結果、第１号議案は全員一致で可決承認。　
　第３５回理事会　

（日　時）　　２０２５１１月７日（金）　午後６時３０分～午後８時００分
（場　所）　　和泉市山荘町一丁６番１５号　　デイサービスくろとり山荘

（出席者数）　５名（理事数８名）
（内容）　第１号議案　２０２５年度　上半期事業報告の件

　　　　　第２号議案　２０２５年度　下半期事業計画の件
　　　　　審議の結果、第１号、第２号議案は全員一致で可決承認。
一年の活動を通じた成果について、できるだけ具体的に記載してください。





「事業名」「内容」「実施場所」「実施日時（期間）」「事業の対象者」「収益」「費用」の７つの項目を具体的に記載してください。





「収益」は“活動計算書”の「事業収益」と、「費用」は“活動計算書”の「事業費計」とそれぞれ一致する必要があります。





事業名は定款の「事業」と統一してください。





定款に「その他の事業」がある場合、事業を実施していなくても、実施状況の記載が必要です。当該事業年度にその他の事業を実施しなかった場合、「実施しなかった」と記載してください。





当該事業期間内に開催された社員総会等（通常総会、臨時総会、理事会等）の開催状況を記載することが必要です。


「会議名称」「日時」「場所」「社員総数」「出席者数」「議案の内容」「審議結果等」をわかりやすく具体的に記載することが望ましいといえます。また、記載に代えて議事録のコピーを添付することも可能ですが、その内容は府民の閲覧に供されるほか、原則としてインターネット上でも公開されます。
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